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畑 地 か ん が い 多 目 的 水 利 用 に 関 す る 研 究

第 2報  初 期 生 育 促 進 効 果 に つ い て
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1ま え が き

北東北の大平洋岸の畑地帯には現在大規模な畑地か

んがいの計画が進められている。しか し畑地かんがい

は一般的には年間降水量 300“ 以下の乾燥地帯で主に

行なわれてお り,我 が国のように年間降水量1000口 を

越す地域では畑地かんがいの効果が少ない場合もみら

れる。そこで散水の畑地かんがいのみでなく,カルめ` ｀

の多 目的かつ効果的な利用方法の確立が望まれている。

散水の多目的利用方法 としては多方面に活用の方法

があるが,実用的な利用の一方法として,か んがい用

水の水温を高めることにより作物の初期生育の促進効

果が期待される。

北東北の大平洋岸の地域は,気象的には 7月 後半か

ら8月 上旬にかけて早魃傾向はみ られるが,む しろ春

季に寡雨傾 向が強 く,低温 とあいまって作物の発芽 ,

初期生育に大きく影書を与えており,作期の限定およ

び裁培の不安定要因の一つとな っている。そこでかん

がいを行な うことによ り,土壊水分の補給 と同時に高

温のかんがい水により地温の上昇効果 をねらい,発芽

とその後の初期生育に与える影響について検討 した。

2試 験 方 法

1 供試作物 (品 種 ):レ タス (グ レー トレータス

566)ニ ンジン(MS5寸 )

2 は種期 :レ タス,ニ ンシン,5月 21日

3 施肥量 (■9′a):レ タス
・ 基肥,堆肥1∞, 苦土

生石灰100 N-lo,P201-40 聰0-10追 肥 N― o8
聴0-Q8(2回 )ニ ンジン,基 肥,堆肥 150,消 石灰200
N-12 P205~■ 5 &O―■2 追月巴N― ■2 K20-■ 2

(2回 )

4 裁植密度 :レ タス,畦幅70ぃ,株間

““
, 4ア

`
株た,ニ ンジン.畦幅70“ ,株間 1261t,2条,2381株 /a

5 試験区の構成 :l 標準区 (無 散水 ), 1 10

“
11℃ 区,m 10"16℃ 区,iV 30“ 1lCtt V 50‐

16C区
6 散水方法 :ス プ リンタラー散布

7 散水時期 :は 種直後 (5月 21日 )

は種方法は発芽条件を一定にするために深 き 1“ の

は種板 を使用 した。かんがい水は1lCは 井戸水,16℃
は温水槽の水 を利用 した。

時 間 (h)

図 1 散水後 5“の地温の変化

3試 験 結 果

1 散水後の地温の変化

散水後の地温の変化を図 1に 示 した。10“ 散水区の

地温の変化は標準区では,夕方から翌日 6時 まで 1時

間当 り約o3℃程度の割合で低下がみ られたが,1lc区 ,

16C区では夕方からの地温の低下がゆるやかで
"時

ま

では低下はほとん どみられず,そ の後の低下も 1時間

当りα2C程度 とゆるやかで,最 低地温は
'15℃

と標準

区より■3C高 くな っている。 日中の上昇は標準区,10
●●散水区とほとん ど差はな く,16時 か ら翌 日1621ま で

の平均地温は04℃高 くな っている。30"散水区の地温

の変化は1l C区 は20時 か ら 1時間当り02C程度の割合

で低下 し,翌 日
`時

か ら8時 にかけて最低 となるが ,

最低地温は118℃ と標準区に比べ16C高 くなる。日中

の地温の上昇の推移は標準区 と大差ない。1`C区では

23時 以降 5時 まで低下するが,最 低地温は124Cと 標

準区より22℃ 高 くなっている。1日 平均では1lC区で

は04℃ 高 くな っており,16℃ 区では
'8C高

温 となって

いる。 10"散水区では11℃ 区と
'6C区

との差はほとん

ど認められなか ったが,30"散水区では16℃ 区で夜間

地温が高 日に推移することが認められた。

2 作物の発芽 と初期生育

発芽調査の結果は図 2に レタス,図 3に ニンジンを

示 した。これによると, レタスは散水 した区ではいず

れも,は 種後 2日 目に発芽 しているが,標準区では 4
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日日と遅 くなった。発芽率は発芽初期には水温の高い

区で高 くな っているが,発芽 5日 日からは水量の多い

区が高 くな ってお り,30“ 16C区 では 2日 日で50¢に

近 く,3日 日では80¢ に達 している。標準区は発芽率

は最終的には他の区 と差は認められないが, 2日 程度

遅 くなっている。
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図 2 レタス発芽率

は幡後日歓(日 )

図 3 ニンシン発芽率

ニンジンでは散水区の発芽は,は 饉後 5日 日か らみ

られ,標準区より2日 早 く,その後の発芽率も10“ 区

よりも50“区で,1lC区 よ りも16C区で高 くな った。

しか し,標準区の発芽は劣 ったが,水量,水温間の差

は明 らかでなか った。

レタスの生育 を図 4に ,ニ ンジンの生育 を図 5に示

した。レタスの結球期の調査によると,全重は高温 ,

多量散水区ほど重い傾向がみられ,球重も同様な傾向

がみられた。ニンシンの根重の推移は高温,多量区ほ

ど根長は長 く,根 重も重 く肥大の促進がみ られた。

地上部の生育も根部と同様の傾向 を示 した。

Iれ 口‐一 1lt l■ ℃

日 4 レタス結球期菫量

3 収量

レタスの収量を図 6に , ニンジンの収量を図 7に示

した。 レタスの収量は30‐ 16C区が標準区の131¢と最

も増収 とな ってお り,高 温,多量区はど増収 となる傾

図 5 ニンジン根重の推移

図6 レタス収量と構成
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日7 ニンジン収量 と構成

向を示 している。収量の構成でみると∞
“

16℃ 区はLL

(650,以 上)と L(480～ 64,′ )が 70“ をしめている

が,標準区では収量は最 も減収 となってお り,構成比
でもM(400～ 4797)以 下がω ¢以上をしめている。

構成比の割合も収量と同様に高温,多量区ほ ど大球が

増加 してお り結球の肥大 を促進 した。
こンシンの収量は50"11℃ 区で最も増収 となってお

り,水量間 では匈
“

散水で増収 とな ったが,水温間で
は差は認められなか った。 収量の構成比でみるとLL
(200,以 上 ),L(15い 1"′ )は 高温,多量区ほど

多 くなった。標準区ではM(l lXl～ 14,′ )以下が 50`
程度をしめてお り,ニ ンジンでは水量が根部の1じ大を
促進する傾向がみられた。

4 ま

散水による地温の上昇効果はいずれの区でも認めら
れるが,30‐ 1`℃ 区で最 も高 く,高温のかんがい水を

多量に散水することが有効であると思われた。

発芽,初期生育は高温の水 を多量に散水することで 高
い効果 がみ られ,収量。品質に結びつくことが示 さ薇 。

以上のことから散水により初期生育の促進がはか ら
れ増収 とな ったが,水温は高温ほ ど,水量は 10“ より
50"で 効果が高か った。
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